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図1　遺跡の位置と古墳時代前後の周辺地点

図3　吉田二本松古墳群(伊藤2010より)

図2　古墳時代中期後半の小規模古墳群
    (宇野2010より)

写真1　今回検出した埴輪を伴う方墳
  (北から：黒い土が周溝部)

写真2　今回の調査地点(遺跡から南方を望む)
＜挿図や写真の出典＞
　　伊藤淳史 2010「鴨東の古代」『京都大学構内遺跡調査研究年報 2007年度』
　　宇野隆志 2010「平安京下層･梅小路古墳出土遺物の検討」『立命館大学考古学論集 Ⅴ』
　　小野山節編 1985『古墳と国家の成立ち』(古代史発掘６)､講談社
　　城陽市歴史民俗資料館 1998『古代人との出会い』(歴史民俗資料館展示図録９)
　　高橋克壽 1996『埴輪の世紀』(歴史発掘９)､講談社
　　
　　

今回の調査地点今回の調査地点

277－終末期の古墳？(７世紀)277－終末期の古墳？(７世紀)

111－古墳時代中期の方墳111－古墳時代中期の方墳

220－
 弥生時代前期の水田
  〃 中期の方形周溝墓？
 古墳時代中期の方墳

220－
 弥生時代前期の水田
  〃 中期の方形周溝墓？
 古墳時代中期の方墳

261－
 弥生時代中期の方形周溝墓
 古墳時代中期前半の家形埴輪

261－
 弥生時代中期の方形周溝墓
 古墳時代中期前半の家形埴輪

322－古墳時代中期の方墳322－古墳時代中期の方墳
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写真5　家形と思われる埴輪(北から)写真3　南の周溝の埴輪出土状況(東から)

写真4　東の周溝の横断面(南から)

写真6　周溝上面出土の須恵器(𤭯:ﾊｿｳ) 写真7　円筒埴輪の破片(底部付近)

写真8　巫女と思われる埴輪破片(背の部分)　 写真9　人物埴輪の破片(腕先の部分)
須恵器や埴輪の参考例　　1𤭯( 陶邑 高蔵 23 号窯跡 /5 世紀 )､2-4 形象･円筒埴輪 (赤塚古墳 /5 世紀 )､
5･6 人物埴輪 (塩谷 5号墳 /6 世紀 ,今里舞塚 1号墳 /6 世紀 )､7 埴輪出土状況復元 (昼神車塚 /6 世紀 )

写真11　馬形埴輪の破片（轡の部分）写真10　馬形埴輪の破片（鞍の部分）

写真12　馬形埴輪の破片（障泥・鐙の部分か）

胴部径約11㎝ 高さ約59㎝ 口径約26㎝･高さ約34㎝ 高さ約90㎝･長さ約122㎝

11
22 33 44

55 66 77
正
面
正
面

背
面
背
面


